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コアマイクロシステムズ、クラウド時代の高効率フロントストレージソリューション
「CLOUD FRONTYEARシリーズ」を発売開始
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いつもお世話になっております。
コアマイクロシステムズの吉政でございます。

今回発表したクラウド時代の高効率フロントストレージソリューション
「CLOUD FRONTYEARシリーズ」はAmazonやNTT Com、NIFTYなどのパブリッククラ
ウドにバックアップを取りDR対策をしつつ、ローカルで使いだっての良い超高速ストレ
ージを置くことで、バックアップと使い勝手の両立を実現することを考えています。

その場合、パブリッククラウドとの相性はもちろん、ローカルの他のストレージとの
連携なども必要ですし、メインで使うストレージとしても高性能・高機能でなければ
いけません。

「CLOUD FRONTYEARシリーズ」は上記の要望に応えた最新のストレージです。
今回は詳細の資料もダウンロードできるようにしていますので、宜しければ、
以下よりダウンロードください。

http://www.cmsinc.co.jp/doccenter/index.html

それでは今号も宜しくお願いいたします。
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【Facebook】
Facebookのページを運営しています。
全ての最新情報をこのページでも告知します。宜しければイイネをお願いします。
http://www.facebook.com/core.micro.systems.inc/

[ストレージ・マーケティングコラム]

第十四回：Cloudian（クラウディアン）とは？
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◇3月3日発表
コアマイクロシステムズ、クラウド時代の高効率フロントストレージソリューション
「CLOUD FRONTYEARシリーズ」を発売開始

URL　http://www.cmsinc.co.jp/news/2013/news201303070.html

解説：
近年急速にクラウドコンピューティング／クラウドストレージのインフラ整備が進み、低
価格化と先進的企業の導入実績により一般企業からの関心が一気に広がっています。
特に情報系インフラ／分析系インフラおよびバックアップ／DR系インフラのクラウド利用
展開はごく一般的なものになりつつあります。

弊社では、このようなクラウド時代の潮流を正確に捕え、次世代の企業向け／公共
向けのストレージのあり方を変革し、次世代の高効率低価格な各種のクラウドフロン
トソリューションの展開を開始しました。従来のオンプレミス的なストレージ導入／運用の
イメージを基本としながらシームレスにクラウドと融合させ、無駄の無い高効率なクラウ
ド階層型のストレージを構成することによって、クラウド利用価値の拡大を図ることが
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できます。

仕様や価格は上記のURLをご覧ください。
http://www.cmsinc.co.jp/news/2013/news201303070.html

また、今回は詳細の資料（構成図やアーキテクチャーを含む）をドキュメントセンター
にアップしています。興味がある方は以下よりダウンロードください。
http://www.cmsinc.co.jp/doccenter/index.html

◆◆>[ ストレージ・マーケティングコラム  ]<◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第十四回：Cloudian（クラウディアン）とは？

今回のメールマガジンでご紹介した「CLOUD FRONTYEARシリーズ」にも採用されて
いるCloudian（クラウディアン）を簡単にご紹介します。

Cloudian（クラウディアン）とは、Amazon S3と互換のクラウド・ストレージ製品です。
（コアマイクロシステムズが販売しえている「CLOUD FRONTYEARシリーズ」は
Amazon S3のみならず、NTT COMやNiftyのパブリッククラウドにも対応しています）

Cloudianはパッケージソフトで、数千人、数万人が共有（マルチテナント）するクラウド
ストレージを構築できます。弊社が発売している「CLOUD FRONTYEARシリーズ」
と連携します。

またCloudianはCAのARCserveと連携するので、最新のデータをクラウドにバック
アップし、古いデータをARCserveでテープなどにバックアップすることができます。

クラウドへのバックアップとテープバックアップを併用することで大量のバックアップ
データを長期間保存する際にコストを抑えることができるようになります。

その他、Cloudianのメリットは以下をご覧ください。

◇クラウドサービス事業者
Cloudianを使うことにより、クラウドサービス事業者はS3エコシステムを活用できる
Amazon S3 と同様のクラウドストレージサービスを経済的、かつ短期間で開始でき
ます

◇Webサービス事業者
Cloudianを使うことにより、ストレージ装置にWebサービスのデータを保存している
Webサービス事業者は、S3 APIを経由して汎用IAサーバーにデータを保存できます。

◇プライベートクラウドとエンタープライズ
Cloudianを使うことにより、企業情報システムのデータをプライベートな環境でストレ
ージできますS3 APIによるパブリッククラウドとプライベートクラウドのデータを相互
にバックアップするなど（ハイブリッド）で利用することができます。

なお、Cloudianのホームページでは、評価版の申し込みもできるようです。詳しくは
以下をご覧ください。
http://www.cloudian.jp/cloud-storage-products/cloudian_eval_agr.php

今後もクラウドの利用が進み、社内外のリソースを共有・統合しなければならないた
め、このようなサードパーティー製のストレージソフトは重要になってくると思います。
是非ご注目ください。

（マーケティング・アドバイザー　吉政忠志）

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
※　CMS News Letterについては下記にバックナンバーをアップしています。
　　http://www.cmsinc.co.jp/mm/mailmagazine/index.html
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先日、韓国に出張してきました。大手のサムソンでも会社のいたるところに標語や
スローガンが張り出されていました。私は高度経済成長期の様子はテレビなどでしか
見たことがないですが、まるで高度経済成長期の日本のようなオフィスがたくさんあり
ました。　とにかく元気で根性のある国という印象です。日本も昔は海外から同じよう
に思われていたように思えます。韓国では自国のことをIT大国と言っています。
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その強い気持ちと気合で彼らは自らの道を切り拓いていくでしょう。
日本は韓国から学ぶというより、思い出さなければけないことがあるような気がします。
（吉政）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
コアマイクロシステムズでは、お客様事例を募集しております。事例公開にご
協力いただきましたお客様の社名やお取り組みを弊社のホームページや販促資
料に記載し、皆様のビジネスの露出度向上に些少でも貢献出来ればと思います。
お気軽に弊社担当までお申し付けください。
―◇本メールマガジンの登録解除方法◇―――――――――――――――――
このメールに対する登録解除は★そのまま返信★でその旨をお伝えください。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
本メールマガジンの送付先追加と送付先変更方法
このメールマガジンに★そのまま返信★で下記の項目をCut & Pasteして項目
を埋め、返信して下さい。

変更の場合、旧送付先：
（１）メールアドレス：
（２）氏名　　　　　：
（３）会社名　　　　：
（４）部署名　　　　：
（５）役職名　　　　：

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
発行人：コアマイクロシステムズ株式会社　吉政　忠志
──――─―─―─（C) Core Micro Systems Inc., All Rights Reserved ―
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